	

第２２回「科学教育の普及･啓発助成」申請書
年　　月　　日
公益財団法人東京応化科学技術振興財団　御中
下記のとおり科学教育の普及・啓発助成を申請いたします
記
	申
請
者
	団体ID
	SE 

	
	
所属機関・職名

（フリガナ）
代表者氏名
同　所　在　地



担当者氏名職名
（フリガナ）
氏 名・職 名
連絡先住所等


	
　
　
　
　
〒　　　　　　　　℡
  
  
E‐mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  
  
〒　　　　　　　　℡
  
  
E‐mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	テ　 ー 　マ
	


	実　施　期　間
	


	実　施　場　所
	


	申　請　金　額
	万円


· Myページに登録された団体情報および申請情報の内容と同じように記載してください。
	
１－１．科学教育の普及・啓発助成金申請の内容説明。
1 事業の主たる目的、概要、
2 事業計画（継続応募の場合は、これまでの活動に比べて改善する内容を記載してください。）

※セルフチェックシート記載内容に齟齬が生じないよう確認の上、記載下さい。
　


	

















１－２．新規応募団体（個人）［採択実績なし］の方記載してください。
1 本助成を知った経緯
2 応募理由
3 今迄の活動資金
4 他団体からの資金援助




１－３．再応募団体（個人）[過去採択実績があり、前年からの継続を除く]の方は、
その理由を記載してください。

＊継続応募団体（個人）[前年より継続]の方は３．に継続希望理由を記載してください。




	
　２．これまでの実績・成果等（これまでの活動について年間の開催回数や参加層、参加人数等の実績をグラフなど使用してわかり易く記載してください。）





	
３．継続助成の希望　　　有　　　　無
　　　継続希望の理由：
　　











	
　４．本内容で、本財団以外の助成金申請の有無（申請中のものも含む）
（有りの場合はその名称、金額、時期等を記載のこと）

　　　　　　　　有　　り　　　　　　　　　無　　し




	
　５．科学教育の普及・啓発助成金の使用計画書
（助成金の対象経費は、会場費、印刷費、教材費、工具備品費、旅費、講師料等。
本財団からの助成金が事業全体の一部の場合には、全体の収支計画書を併記のこと。）
　①講師等の謝礼や報酬費　目安の基準枠：申請額の２０％
　②宿泊費・交通費　目安の基準枠：申請額の２０％
　③高額な備品購入費　目安の基準枠：申請額の５０％　とします。
なお、上記の目安を超える経費を計上する場合は、その必要性や活動内容との関連性について、具体的に記載してください。
　　　　

	第２２回　科学教育の普及・啓発助成 追加資料（第２1回「科学教育の普及・啓発」中間報告）

※新規団体（個人）応募の方は、過去に行った活動内容を記載してください。
※第２１回科学教育の普及・啓発助成を受けられている申請者の方は、終了報告書の提出の有無にかかわらず、本追加資料の記載をお願いします。
　※本追加資料は、必ずA4　1枚に収めてください。


	第２1回の申請テ－マ
	

	１．2026年4月～2026年12月の間の活動実績を簡潔に記入して下さい。

	

	２．１.項目に対する活動による成果等を簡潔にご記入下さい。

	

	３．1.項目に対する活動に参加された人数（内訳数）。

	

	４．1.項目に対し、主にどのような費用に助成金を使われましたか（主な費用項目と金額）。

	

	５．本財団以外からの収入先（活動費用の収入先は）、また、その金額。

	

	6．助成金で余ったお金額（第２1回助成金に対して）。　　　　　　　　　　　　　　　　　円
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